
地域包括ケアと病院

　高齢化が進むとともに，医療や介護サービスを必要とする高齢者は増加の一途をた
どっている．これまで医療，介護サービスはそれぞれ共助とも言える保険の枠組みが準
備され，その基金のなかで運営されてきたが，高齢化に伴いその仕組みだけでは賄いき
れなくなり，一部公助とも言える税金を投入し維持されてきた．その税金負担を拡充す
ることは，基金としてだけでなくサービス利用者，提供者側としても歓迎されることで
あった．そんななか，利用者はさらなるサービスを求め，提供者はさらなる効率よい事
業を考え出す．しかし押し寄せる高齢化はそういった需要の増加を受け止めるだけの限
界を超えている．いま，量的なサービスの拡充を図るばかりでなく，限りある資源のな
かで質の高いサービスを実現できる新しいシステムづくりが求められている．その解決
策の 1 つが今回の特集企画である地域包括ケアの取り組みである．
　地域のなかの限りある施設，人材，財源をできるだけ有効に活用し，満足度の高い老
後の生活を実現するために，地域内での関係者の連携が必要となっている．これまで医
療資源に乏しかった地域ではこういった取り組みが進み，モデル的な事例の多くはそう
いった医療過疎の地域に見られていた．しかし高齢者の問題はいまや 1 つの地域の問題
ではなく，都市部も含めた全国的な課題となっている．そこでは地域内で求められる医
療，福祉ニーズに対して今ある資源を再確認し，地域のなかでは満たされにくいニーズ
に対して単に事業者の利益だけに走らず，お互いの枠組みを超えて補い合いながら自治
体と一緒になって地域を支える姿勢が求められている．本特集ではそういった視点から
参考となる事例を紹介し今後の示唆としたい．
　一方で，利用者は単に共助や公助をあてにするばかりでなく，自助，互助にも目を向
けるべきだ．自助としては，見かけに左右されて大病院を指向するのではなく，かかり
つけ医など自らの地域の資源をまずは活用すること．いずれ頼ることになるであろう地
元のサービス提供者との信頼は一方的に与えられるべきものではなく自ら培うものだ．
互助の面では地域住民として積極的に地域活動に参加し，終の住処と考えている地域に
少しでも貢献することであろうか．
　豊かで安心の老後は一朝一夕で実現できるものではない．いつまでも求めるべきさら
なる完全な健康があるわけではないし，際限なく最高の医療を求めることの先に豊かな
老後があるわけでもない．生命の限界，医療の限界をわきまえ，互いの顔がわかる程度
の地域社会のなかで皆が真摯に向き合い，知恵を出し合うことが今求められている．
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